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 9. 宮原春美：重症度と重症感.（遺伝カウンセリングを倫理する.長崎遺伝倫理研究会，診断と治療社，東京，pp. 85-90 
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 17. 中島久良：附属器2．第30回細胞診断学セミナー テキスト，pp. 53-56，2005
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pp. 279-286 所収）2005
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 1. 松坂誠應，寺崎明美，鷹居樹八子，間瀬由記：失語症者の生活体験とセルフヘルプ・グループを通したエンパワー
メントの過程．平成14年度～平成17年度科学研究費補助金（基盤研究（C））研究成果報告書，2005

 2. 宮原春美，松本　正，佐々木規子，森藤香奈子，井上晶代，濱野香苗，宮下弘子：長崎大学公開講座「遺伝学講座Ⅲ」
̶小学生のための遺伝教育講座̶．長崎大学医学部保健学科紀要 18（1）: 9-13, 2005

 3. 大濱優子，下田澄江，中村春枝，濱野香苗：長崎大学医学部・歯学部附属病院の外来における受診行動に関する研究．
長崎大学医学部保健学科紀要 18（1）: 23-31, 2005

 4. 宮原春美，松本　正，佐々木規子，森藤香奈子，井上晶代，濱野香苗，宮下弘子：長崎大学公開講座「遺伝学講座Ⅲ」
の開催とその評価̶小学生のための遺伝教育講座̶．長崎大学医学部保健学科紀要 18（1）: 9-13, 2005
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原著論文数一覧

A–a A–b A–c A–d 合計 SCI B–a B–b B–c B–d 合計 総計
2005 10 0 4 0 14 10 7 25 19 6 57 71

学会発表数一覧

A–a
A–b

合計 B–a
B–b

合計 総計
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

2005 0 1 14 15 0 4 73 77 92

原著論文総数に係る教員生産係数一覧

欧文論文総数
論文総数

教員生産係数
（欧文論文）

SCI掲載論文数
欧文論文総数 

教員生産係数
（SCI掲載論文）

2005 0.197 0.467 0.714 0.333

Impact factor値一覧

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2005 12.725 0.424 1.273


